
 

 
 
 

（６） 同和問題と保育 

 
 
 同和問題は同和地区の出身であることや、そこに住んでいることを理由に、結婚や就職

その他の社会活動においていわれのない差別や不利益な取り扱いを受けることがあるとい

う、基本的人権にかかわる重大な問題です。 
 同和問題に関しても、地域や職業などについての偏ったものの見方が生まれたり、いじ

めや排除といったことが起こらないよう見守っていく必要があります。 
 保育者は、同和問題を同和地区の人だけの問題ではなく、すべての人に関係がある身近

な人権問題であることを正しく認識することが大切です。 
 
 

 
 
・ 自分自身や家族を大切に思う心、自分が生まれ育った地域に誇りを持てるように育て

る。 
・ 自分が家族や地域を大切にするように、他の子もそれぞれに大切にするものがあるこ

とに気づくようにする。 
・ 職業に関する正しい認識と公平な見方が子どもたちに育っていくようにする。 

 
 

 
 
・ 住んでいる地域や出身、家庭環境で、子どもたちの間に決めつけや偏った見方が生ま

れないようにする。 
・ 働くことの大切さ尊さを子どもが正しく理解できるようにする。 
・ 教材や行事のなかに、偏見や差別を助長したり、心を傷つける部分がないか十分考慮

する。 
・ 保護者の会話の中に、特定の子どもや家庭、地域に対する偏見が見受けられる場合に

は、状況に応じて適切な啓発に努める。 
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◆ 保育の事例 
 

 
 

節  分 
鬼は悪者、こわいものとして子どもたちに知らせ、鬼を退治

することをねらいにした行事になっていませんか。 
本来の意味は、日本の農耕社会が春の節季を迎え入れるため

に、邪気払いをし、厄除けをして「家内平穏」を願う行事とし

て行ってきたものです。あの子は悪い子、鬼と一緒だね、とい

うように差別意識をもたせないような配慮が必要です。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
●保護者へのメッセージ 

－２２－ 

桃の節句 
 豪華なひな飾りを飾って、お祝いをす

るだけになっていませんか。 
 本来の意味は、人形に人間のケガレを

吸い取らせて川や海に流す、ケガレをは

らうまじないの一種である「みそぎ」か

らおこったものです。 
 それが江戸時代になると、身分差別を

あらわす段飾りとして定着してきまし

た。ただ単に女の子のおまつりといった

意識だけでなく、子どもたちの健康を願

うおまつりとして、子どもたちに伝えて

いきたいものです。 

 

端午の節句 
 鯉のぼりは、男子の立身出世を願う武

家社会のまつりとして、武家人形や鯉の

ぼりが飾られ、今日にいたったものです。

戦後国民の休日となってからは、男の子

の節句というより「こどもの日」として

位置づけられています。 
子どもたちが協力しあって鯉のぼりを

作り、園庭にあげたりする取り組みもい

いかもしれません。 
 
 

 

 



 

 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  職業に優劣はありません。どんな職業も私たちの生活に欠くことのできない大切なも

のです。子どもたちに職業に対して差別や偏見をもたせないようにしましょう。 
  乳幼児期に体験する遊びと労働は、子どもが大きくなった時、さまざまな職業があっ

て社会がなりたっているということ、どれも大切なものであるということを感じる基礎

になります。 
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－２４－ 

子どもは体を動かす事が大好きです。そして何か役立ちたいという気持ちをもって

います。その気持ちを大切にしながらこんなことをしてみましょう 
＊小動物の世話  ＊菜園活動 

          ＊当番活動    ＊家のお手伝い 

たねはこうやって

まくんだよ 

これで 
いい？ 

 

いらっしゃいませ 
これください 

 

ぼくは２枚 
ちょうだい！ 何枚たべる？ 

子どもたちが労働に価値を見いだすことのできる感性を育てる

ために、地域と連携した日常の取り組みが大切になってきます。 
 
＊ 地域の中で働いている人を見にいきましょう。 
＊ 働いている人の話を聞いてみましょう。 

当番活動 菜園活動 


